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味 覚 に 影 響 す る 要 因 に 関 す る 検 索 （ 報 告 Ⅲ ）
○ 廣　 陽 子　　 中 田　 瀞
（ 神 戸 女 子 短 大 ）

目 的 ： 本 来 手 作 り と さ れ て い た 家 庭 料 理 で も 「だ し 」 を 取 ら な く な り 、 化 学 調 味 料 ・ 風

味 調 味 料 ・ 複 合 調 味 料 等 が 市 販 ・ 普 及 し て 以 来 、 そ れ ら の 使 用 に よ っ て 、 す べ て が 手 作 り
. －　－－　　　　　j- - 皿

味調味料・複合調味料等が市販・晋及して以来、それらの使用によって、すべてが手作り
ではなくなった。手軽に使えるといったことから家庭でも用いられた。しかし現在ではだ
しの素としての使用に加え、うま味が足りないと思えば「何か物足りなさ」を感じ何にで
も添加してしまう。さらに外食、お惣菜、レトルト、冷凍食品、レトルト風調味液など、
あらゆる加工食品の使用の増加にともないうま味調味料、風味調味料は、かなりの使用量
となっている。味覚形成期にそれらに頻繁に被爆した世代が親となり、その子供たちの食
育 も変化していると考えられる。それに加え昔と現在ではうま味に対する味覚や認識も変育 も変 化 し て い る と 考 え ら れ る 。 そ れ に 加 え 昔 と 現 在 で は う ま 味 に 対 す る 味 覚 や 認 識 も変

化 し て い る と 考 え る 。 そ こ で 約2  0 年 前 に 調 査 さ れ た もの を も と に 同 様 の 設 問 で 現 在 の う

ｰ‥●ｋ　二k-｡&　（aLJa　　･･）-- ㎜警-　　　-?=ｙ　- ¶　　　’　 ｗ　　ｗ ｗ － ’●Ｗ●-’ りr-･ － ’/Wt-=・　/ま 味 や 食 品 に 関 す る 認 識 に つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を し 比 較 ・ 検 索 し た 。

方 法 ： 約 ２ ０年 前 の 神 戸 市 内 で の う ま 味 に 関 す る 調 査 や 食 品 へ の 認 識 調 査 を も と に し て

本 学 学 生 （2  62 人 ） と 学 生 の 保 護 者 （14  4 人 ） に ア ン ケ ー ト 調 査 し 、 う ま 味 や 食 品 に

関 す る 現 在 の 認 識 を 比 較 ・ 検 索 し た 。

結果：現在では、和風だし等はほとんどが手軽なインスタントのものに変わり、天然素

材そのものの味だけといった家庭は少なくなっている。しかしインスタントの成分等に対
する知識は深まり、以前より気にしている。「だしをとる」「素材の味を知る｜というこずる知識は深まり、以前より気にしている。「だしをとる」「素材の味を知る」というこ
とは味覚形成上大切であるのに現在では、天然だしに変えようという人が少なく手軽とい
う面からこれらの使用は止められないのが現状のようである。

2 Dp-4 つけ醤油 の皿に関する一考察

○大谷貴美子､ 尾崎彩子､ 松本裕子≒南出隆久(京府大・人環、＊ヤマモリ( 株))

器の色は、料理とともに我々の目を楽しませ、料理をおいしく演出させるのに大切な役割を果たし

ている。しかしながら料理と器の色に関する研究は、色の世界が多種多様であるだけに、実際の器を用

いて研究することには限界がありあまり成されていない。本研究の本来の目的は、器の色とおいしさと

の関係について研究することであるが、コンピューターによる画像処理という新しい試みを取り入れ、

つけ醤油の皿について検討し若干の知見を得たので報告する。

白磁の皿に予備実験により適量とされた醤油を入れ、その画像を基本画像としてコンピューターに取

り入れAdobe Photoshop を用いて、皿の色を一定の法則により変化させた。基本色は、シグナルレッド、

蜜柑色、カナリヤ色、若草色、サマーグリーン、スペクトラムブルー、本紫、マゼンタである。コンピ

ューターの画面上に再現した種々の色の皿を見ながら ＴＰＯの違いにより好まれる皿の色についてアン

ケート調査を行った。

ＴＰＯ の違いによるつけ醤油について調査したところ、醤油の量は漬け物では被検者の８割が最も少

ない量を選んだのに対して、刺身やギョウザなどでは好まれる量にバラツキが大きかった。また、皿の

形では刺身では角皿が、ギョウザ､漬け物では丸皿がイメージされ､ 皿の色では刺身ではブルー系統が、

ギョウザでは白がイメージされた。コンピューターを使用した実験では、刺身、寿司では スペクトラ

ムブルー系が、ギョウザ、漬け物ではカナリア系が好まれた。皿全体の色を変化させた場合と皿の縁の

色のみを変化させた場合では蜜柑色の皿に対する嗜好性に差が認められた。
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